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プール掃除 

 6月 15日（月）に全児童でプ

ール掃除を行いました。1年生か

ら 6 年生まで、それぞれが自分

の持ち場をきれいに磨き上げま

した。みんなのがんばりで、とて

もきれいに仕上がりました。今

年は新型コロナウイルス対策の

ため、３密を避けながら、感染予防に工夫しての水泳の授業となります。今、みんなが掃

除をしたプールに水を張っています。７月２日がプール開きの予定です。安全に十分気を

付けながら、水泳の学習に取り組んでいきたいと思います。 

 

田植え 

６月２０日（土）に４．５．６年生は田植え体験をしました。昨年からお世話になって

いる平山明広さんをはじめ、永田公作さん、日下裕介さん、日下知子さん、江口和美さん、

鬼塚晶子さんにご指導いただきました。説明を聞いた後、子ども達は田んぼに入りました。

土の感触に歓声をあげながら、丁寧に苗を植えることができました。また、色々な質問に

も答えていただいたり、「がんづめ」という昔の道具を使って、田んぼの草をとったりと

貴重な体験をさせていただきました。お世話になったみなさん。ありがとうございました。 

緊急対応訓練 

５月２９日（金）に職員研修として、天草広域連合北消防署の藤田尚大さんを講師とし

てお招きし、救急対応訓練を行いました。まずは、職員で役割分担を行い、５校時の体育

の時間に児童が食物アレルギー症状を発症したという想定

で、救急対応についてシュミレーション訓練を行いました。

その後、藤田さんより職員の対応についてご指導いただく

とともに、緊急時の対応について様々な具体例を示しなが

ら、講話をしていただきました。学校は大切なお子さんの

命を預かっています。全職員が真剣に研修に取り組みまし

た。安心・安全な学校をめざし、まずは事故防止に全力で

取り組んでいきます。 
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児童総会 

６月２３日（火）に児童総会を

行いました。今回の議題は「児童

会のスローガンに入れたい言葉

を決めよう」でした。事前に各学

級で「中北小学校をどんな学校に

したいか」について話し合い、入

れたい言葉を用意して児童総会

に臨みました。企画委員会の見事な進行のもと、一年生もしっかりと自分の考えを述べる

ことができました。話し合いの結果「あいさつ上手」と「協力し合う」の二つのキーワー

ドを入れることに決まりました。このキーワードをもとに、企画委員がスローガンを創り

ます。どんなスローガンになるか楽しみです。 

 

交通教室 

６月２４日（水）に上天草地区交通安全協会講習指導員の植田浩蔵さんを講師としてお

招きし、交通安全教室を行いました。まずは、１校時に１，２年生に横断歩道の渡り方や、

安全な歩き方について指導していただき、実際に道路にみたて

た運動場で集団歩行訓練を行いました。またその間、交通安全協

会の植田誠也さんと松尾英二さんに、３年生がもってきた自転

車の点検をしていただきました。２校時には３年生に自転車の

安全な乗り方について植田さんよりご指導いただきました。そ

して、実際に運動場で自転車での道路走向の練習を行いました。 

登下校時はもちろんのこと、放課後や休日にも交通安全に気を

つけて、しっかり自分の命は自分で守ることを心がけて欲しい

と思います。また、近年では自転車が歩行者にぶつかるという事

故も増えております。自分の命を守るのはもちろんのこと、周り

の命も守るという意識をもって欲しいと思います。学校でも引

き続き、交通安全については指導してまいります。どうぞご家庭

や地域でのお声かけや見守りもよろしくお願いいたします。 

 

透明マスクで「笑顔いっぱい♪」 

６月 1 日より学校が再開したのですが、心なしか笑顔が少ない、自分から話をしよう

としないこと子どもがいることが気になっていました。なぜだろうかと考えてみると、み

んながマスクをしているからということに気が付きました。マスクをしていると、どうし

てもしゃべるのがおっくうになります。また、相手の顔の半分が隠れているので、表情が

読み取れずに不安になり、笑顔も少なくなってしま

います。そこで、全児童と全職員分「透明マスク」を

用意しました。その効果はてきめんです。子ども達が

笑顔で語り合う姿が増えてきました。互いに微笑み

合うことで、コミュニケーションも促されます。「新

しい生活様式」で色々と不自由を感じる点もありま

すが、全職員で様々なアイデアを出し合いながら、乗

り越えていきたいと思います。 

「全ては子どものために」です。 


